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死亡診断書（死体検案書）情報

No.

註：通し番号を，
　　中央施設で割り振ります。

注意：連結票（自施設のどの患者が「通し番号の何番に該当するか」を記載したメモ等）はお手元に残さないようにお願いします。

◯　男　　◯　女　　◯　不明

◯　内因死　　　　◯　外因死　　　　　　　◯　不詳の死

◯　有　　◯　無　　◯　不明

◯　有　　◯　無　　◯　不明

外因死の場合の追記事項：

　◯　交通事故
　◯　転倒 / 転落
　◯　溺水
　◯　火災関連
　◯　窒息
　◯　中毒
　◯　不詳の外因死（自殺）
　◯　不詳の外因死（他殺）

（1）

（2）〜（11）

（12）
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「救急搬送」

搬送後48時間以内に死亡した場合、

搬送後48時間以内の死亡事例か？

発生と救急搬送の状況

◯　病院外　　◯　病院内　　◯　不明

◯　はい　　◯　いいえ　　◯　不明

「はい」の場合：

発生した場所は

「いいえ」「不明」の場合：このページは省略してください。

◯　はい　　◯　いいえ　　◯　不明

搬送後48時間以内に死亡したか？



このあたり不要
（複数選択可）
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症例の要約とカテゴリー分類

◯　司法解剖　　◯　調査法解剖　　◯　行政解剖
◯　法医解剖（詳細不明）　◯　病理解剖　◯　詳細不明

◯　有　　◯　無　　◯　不明

◯　有　　◯　無　　◯　不明

サマリー

剖検・画像のある場合，主な所見
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症例の背景情報

既往歴病名

既往歴リスク分類：該当するものをチェックしてください。

既往歴と死亡との関連

◯　原疾患（そのもの）が原因
◯　原疾患による合併症が原因
◯　原疾患の治療による合併症が原因
◯　原疾患に関連する，予期しないイベントが原因
◯　原疾患と関連のないイベントが原因
◯　不明



このあたり不要
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病院での検査・治療内容



養育不全（虐待・ネグレクト等）が関与する可能性

このあたり不要
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養育不全（虐待/ネグレクト）が寄与した可能性

十分疑われる

死亡に寄与しうる何らかの
作為行為もしくは不作為が・・

カルテ上の記載ではなく，調査者自身のご意見で，
下のうち該当するものにチェックしてください。

◯　有　　◯　無　　◯　不明

◯　有　　◯　無　　◯　不明

◯　委員会の起動はなかった。
◯　委員会が起動され，虐待が否定された。
◯　委員会が起動され，虐待（疑い）として対応された。
◯　記載無し。

虐待対応をしなかった場合
その理由

◯　明らかに虐待は疑われなかった。
◯　虐待の可能性が検討されなかった。
◯　既に虐待に対する介入がなされていた。
◯　その他



下記のすべて「なし」
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(参考資料)



分類 Ia ：包括的な調査がなされた，典型的なSIDS事例を含む小児不詳死

分類 Ib ：SIDSの可能性があるが，包括的な調査が未実施の小児不詳死

分類 IIa ：以下に提示した要件以外には，分類Iの基準を満たす小児不詳死

分類 IIb ：分類不能の小児不詳死

（次の全てを満たす）
臨床像：それまでの病歴に何も問題を認めず，周産期にも異常なく，家族歴にも異常なし。
状況：死亡現場検証で，死亡との因果関係のある事象がない（就寝環境は安全で，事故の証拠は皆無）。
剖検：肉眼的・病理組織学的検索で致命的となりうる病態を示唆する所見はない。

薬毒物検査，細菌検査，画像検査，硝子体液検査，代謝疾患スクリーニング等いずれも陰性。

一般的なSIDSの定義や，上記 Ia の基準を概ね満たすが，包括的死亡現場調査，薬毒物検査，細菌検査，
画像検査，硝子体液検査，代謝疾患スクリーニングのいずれかが実施されていない。

臨床像：虐待死は否定されたが，なんらかの遺伝性疾患とされた同胞や近親者が存在する。
同一養育者のもとで養育を受けた乳児が死亡していた既往がある（血縁関係の有無を問わない）。
もしくは医学的に問題ないとされても，未熟児出生など周産期異常がある。

状況：覆い被さりなどによる物理的な口鼻閉塞が否定できない。または頸部圧迫による死亡が否定できない。
剖検：死亡に寄与したとは考えられないが，成長や発達に異常を認める。

明らかな死因とはいえないが，病理組織学的検討で著明な炎症性変化や異常所見を認める。

Ia, Ib, IIa の基準を満たさないものの，内因死や外因死であるとの確定診断をし得なかった。
（剖検が行われtなかった事例も，この分類に含める）
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Ⅳ

expected death

ＣｌｅａｒなＳＩＤＳ
一部情報を
欠くＳＩＤＳ

不備あり
不詳死

疑義あり
不詳死

unexpected deathSUID/SUDC

不詳死の再分類
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予防可能性と、対応施策有効性

A．予防可能性高い
両親，保育者などの直接的監護者の，直接的な過失が明らかな場合
両親，保育者などの直接的/間接的監護者の，潜在的/組織システム
的な過失がある場合
安全性向上に責任を持つ機関の，安全確保の取組の不備やメンテナ
ンス不良による死亡の場合（例：線路整備不良による脱線事故な
ど）

B．予防可能性あり
関与機関の子ども安全性向上の対応を凌駕して生じた死亡（例，暴
力的デモ，戦争，テロ，犯罪など）
両親や保育者などが全く関与していない状況下で生じた死亡
予防手段や治療法の確立している内因疾患による死亡（髄膜炎な
ど）
潜在的にリスクを低減しえたであろう外因死
死亡に結びついた要因が，周産期のイベントにさかのぼりうる場合

C．予防可能性低い
リスクを回避することが不可避の状況下での死亡（落雷死・
地震など）
生前に無症候性であり未診断であった疾病の，致死的イベン
トによる死亡（閉塞性肥大型心筋症など）
死が不可避の不治の疾患や先天性異常に対しての計画的な治
療緩和による死亡

予防可能性トリアージの参照：

「1」予防可能であった可能性が高く，その予防施策の実
現可能性が高い。

「2」予防可能であった可能性が高いが，その予防施策
の実現可能性は低い。

「3」予防可能であった可能性は高くないが，その予施策
は実現可能性が高い（短期的には確実な効果を得ら
れ難いが，長期的には効果が期待しうる）。

「4」予防可能であった可能性は高くなく，その予防施策
の現実性も低い（長期的な有効性も不明瞭である）。

「5」予防可能であった可能性はおよそないと判断される。

予防施策有効性ソーティング

数字を選択
具体的な予防施策提言

予防施策提言

a. 育児支援対策
b. 虐待防止対策
c. 周産期医療供給体制の整備
d. 小児医療供給体制の整備
e. 事故防止対策
f. 自殺防止対策
g. その他

具体的な提言内容

予防可能であった可能性が高く，またその予防施策の実現可能性も高い。
予防可能であった可能性は高いが，その予防施策の実現可能性は低い。
予防可能であった可能性は高くないが，その予防策は実現可能性が高い（短期的には確実な効果を得られにくいが，長期的には効果を期待しうる）。
予防可能であった可能性は高くなく，その予防施策の現実性も低い（長期的な有効性も不明瞭である）。
予防可能であった可能性は，およそ無いと判断される。

1. 


2.


3.




4.



5.

予防施策の実現可能性ソーティング

予防施策の種類

種類

可能性

右の一覧「a.」〜「g.」から選択

右の一覧「1.」〜「5.」から選択




